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令和４年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 部活動等指導事業 担当部 教育委員会事務局

事業期間 昭和６３年度以前 ～ 令和６年度以降 担当課 学校教育課

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

13
展開
方向

担当係 学校教育係

目 3 大 8 中 2予算区分 一般会計 款 10 項 1

対象
（何･誰を対象

に）

児童生徒

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

〇小中学校部活動を振興し、より多くの児童生徒がスポーツ・文化活動に
親しむ機会を増やす。
●令和３年度の実施内容
○小中学校部活動指導謝礼（報償費8,730千円）
部活動の振興を図るため、体育的部活動・生産文化的部活動の指導に対
する謝礼を支払う。
支給対象者は、当該学校部活動運営委員会の長から委嘱を受けた指導
者とする。
○総合体育大会及び吹奏楽コンクール等派遣負担金（負担金1,507千円）
児童生徒の総合体育大会（東海大会、全国大会）、吹奏楽コンクールへの
派遣費用を負担する。
●令和４年度予定
○小中学校部活動指導謝礼（報償費8,844千円）
○総合体育大会及び吹奏楽コンクール等派遣負担金（負担金1,974千円）

受益者負担 無

根拠法令
・個別計画

小牧市立小・中学校部活動指導事業費
交付要綱

事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

小中学校における部活動の振興を図る。

事
業
費

項目 H30 R1 R2 R3

国・県支出金 0 0 0

R4

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 10,086 10,049 8,730 10,237

計（A） 10,086 10,049 8,730 10,237

0

その他 0 0 0 0

予算額 10,285 10,285 10,285 10,522 10,818

対前年比 ― 0 △ 13 17

0
その他職員（時給×時間） 100 100 0 0

正規職員（平均賃金） 374 374 374 374

正規職員 0 0 0 0.1

その他職員 0 0 0

事業費合計（C＝A＋B） 10,560 10,523 9,104 10,611

計（B） 474 474 374 374

人
件
費
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（３）業績

単位

1 %

2

3

単位

目標

実績

目標

実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

展開方向における指標の推移 基本施策 13 展開方向

指標名 方向性 基準値 R1 R2 R3 R4
学校が楽しいと思う
児童生徒の割合 ↗ 91.2 91.4 91.0 91.0

指
標

指標ほか H30 R1 R2 R3 R4

成
果
指
標

活
動
指
標

中学校部活動
担当指導教員

数
人

- - - - -

280 280 270 271

小学校部活動担
当指導教員数

人
- - -

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 人 8,615 8,546 8,546

- -

375 375 334 223

8,521

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 1,225 1,231 1,065 1,245

事
業
の
評
価

事業の方向性 縮　小 対象や手段の絞込み等により、事業のボリュームを縮小すべきもの

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

〇事業費の増減については、吹奏楽コンクール参加に係るバス等の借上に係る
費用及び水泳などの東海大会や全国大会への参加人数や開催地までの交通等
に係る費用によって増減する。
令和2年度は新型コロナウイルス感染症拡大により、部活や大会が中止になる
などしたため、減額となった。
○本事業は平日の部活指導者（教職員）に対して謝礼を支払うものである。学校
部活動から地域部活動へ段階的に地域移行していく提言をふまえ、今後学校部
活動のあり方を見直す必要がある。

今後の実
施内容

〇現在の学校部活動を段階的に地域移行していくにあたり、学校部活動のあり
方を見直していく。

事務事業評
価による額
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